
令 和 ８年 ２月 ２7 日 

                                                              （２０２６年） 

保護者の皆様 

吹田市立藤白台小学校 

校 長  速 水  素 子 

 

令和７年度 学校教育アンケート 結果と分析について 

 

早春の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。また、平素

より、本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、心より感謝いたします。 

さて、昨年１２月に実施いたしました「学校教育アンケート」に対しまして、多くのご回答をいただきあり

がとうございました。結果およびご意見は、本校の教育活動の見直しと改善すべきところを検証する際の

資料とさせていただき、今後の教育活動の充実のために活用してまいります。 

保護者の皆様には、引き続き、本校の教育活動へのご支援をいただきますようお願い申し上げます。 

 

【児童】 学校生活について  

 

質 問 

肯定的回答の割合（％） 

令和６年度 

- は設問なし 

令和７年度 

学校へ行くのは楽しいですか。 ８４ ９２.8 

学校行事は楽しいですか。 ８８ ９６．７ 

学校の授業はわかりやすいですか。 - ９３.3 

授業では進んで考えたり、発表したりしていますか。 72 70.9 

授業や学校生活では、周りの人の考えを大切にして、協力することが 

できていますか。 

- 91.3 

わからないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で調べたり、 

質問したりできていますか。 

83 ７７.4 

タブレット（iPad）を使った学習は自分の役に立っていますか。 - ９６.2 

先生はあなたの頑張ったこと（よいところ）を認めてくれますか。 ８８ ９３.3 

困りごとや不安があるときは先生に相談できますか。 80 77.4 

いじめはどんな理由があっても、いけないことだと思いますか。 - 96.4 

地震や火事の時に、どうしたらいいか教わっていますか。 96 98.1 

命の大切さや思いやりについて学習することがありますか。 - ９６.4 

自分のクラスは友だちのいいところを認め合えますか。 - ９5.8 

困っている人がいたら親切にできていますか。 89 93.6 

間違ったことをしたり、見たりしているときに、正直に大人に話すことが 

できますか。 

- ８2.7 

給食は楽しみですか。 - ９6.3 



【児童】家庭生活について 

【児童】自分自身のことについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食は毎朝食べていますか。 - ９６.3 

毎晩何時頃に寝ていますか。  

   ９時より前 ２０.4％  １０時より前 ４３.2％  １１時より前 ２5.5％  １１時より後 １0.9％ 

自分には良いところがあると思いますか。 ８１ ８4.9 

将来の夢や目標を持っていますか。 - 84.4 

普段の生活の中で幸せな気持ちになることはありますか。 - ９４.0 

【成果・改善されたもの】 
 

■ 児 童 「学校へ行くのは楽しいですか。」  ８４％ → ９２.8％ 

児 童 「授業はわかりやすいですか。」  （R6 設問なし） ９３.3％ 

児 童 「学校の行事は楽しいですか。」  ８８％ → ９6.7％ 

 

本校では、「聴きたい！ 話したい！ 熱気ある教室を目指して」をテーマに、子どもたちが対話的 

な授業で、学力をつけていけるよう授業の研究を進めています。  

「授業のわかりやすさ」については、取り組みの効果が現れていますが、「授業では進んで考え 

たり、発表したりしていますか」の問いについては課題ととらえ、「自分から積極的に友だちと学び 

あうこと」が楽しく、子どもにとって主体的な授業となるよう研究を深めていきます。 

学校行事についても日頃の学習を発揮し、自分たちの成長やみんなで一つのことに取り組むよ 

さを感じられる行事になるよう、さらに工夫し、すべての児童にとって「学校に行くのが楽しい」と感 

じられる学校づくりに努めていきます。  

 

■児  童 「いじめはどんな理由があっても、だめなことだと思いますか。」 （R6 設問なし）９６.4％ 

児  童 「命の大切さや思いやりについて学習することがありますか。」 （R6 設問なし） ９６.4％  

保護者 「学校は道徳性や人権感覚を豊かにする授業・取り組みを行っている。」   ９５．３％ 

保護者 「学校はいじめのない学校づくりに取り組んでいる。」                  ９３．４％ 

 

吹田市では、市内全域で「いじめが起こりにくい学校づくり」に取り組んでいます。本校でも学期 

ごとの「こころと体のアンケート」を始め、「デイケン」の活用、日頃から様々な教員による子どもの観 

察などに取り組み、いじめの早期発見・早期対応に努めています。 

また、トラブルの発生時には組織的に対応し、丁寧に聞き取り・指導を行っていくとともに、子ども 

が「いじめをしない、許さない、見過ごさない（傍観しない）」心情を持てるようご家庭と連携し、指 

導を進めていきます。学校では、参観や１日公開でご覧いただいたように、今後も「道徳教育」「いじ

め防止授業」「デジタルシティズンシップ教育」等を充実させ、子どものいじめに対する意識を高

め、一人ひとりが力を発揮し、安心して過ごせる学級・学校を自分たちでつくっていこうとする子ども

を育んでいきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者】  

 

質 問 

肯定的回答の割合（％） 

令和６年度 

- は設問なし 

令和７年度 

学校は教育目標や日々の取り組みをわかりやすく伝えている。 

（学校/学年だより・ホームページなど） 

- 96.1 

子どもは学校に行くのが楽しいと言っている。 ８５ ９0.9 

学校は道徳性や人権感覚を豊かにする授業・取り組みを行っている。 ９０ ９5.3 

学校はいじめのない学校づくりに取り組んでいる。 ９３.4 

子どもは授業が楽しく、わかりやすいと言っている。 ８０ ９１.4 

学校は行事を工夫し、子どもが楽しく参加できるようにしている。 ９２ ９５.0 

学校は災害（台風・地震など）や緊急の事態の対応について、 

子どもや保護者に分かりやすく伝えている。 

９４ ９８.0 

学校は保護者や地域の方と連携する機会を設けている。 - ８7.5 

子どものことについて、教職員に相談しやすい。 

（教育相談員などを含む） 

８６ 89.6 

学校は、保護者が授業や子どもの様子を参観できる機会を作っている。 

（参観・学校公開など） 

- 98.6 

学校は通知表や個人懇談などを通じて、子どもの様子をわかりやすく伝え

ている。 

９６ ９６.2 

学校は子どもに関する個人情報を守っている。 ９７ ９８.0 

子どもはタブレット（iPad）を有効に活用出来ている。 - ８５.6 

【課題・改善に向けて】 

■ 児 童「困りごとや不安があるときは先生に相談できますか。」  ８０％ → ７７．４％ 

 

   ２０％以上の児童が「相談しにくい」と感じていることを課題と捉えています。まず、学級担任に

「相談しよう」と思えるよう関係づくりに努めるとともに、担任以外にも多くの教職員（養護教諭、生

徒指導、学年担任、教育相談員等）に相談できることを発信し、ご家庭と連携し、困りごとや不安を

早期に共有・対応できるようにしていきます。 

   学校での困りごとについてお子様が家庭で話をされた場合は、「先生に話をしておいで。」と、 

お子様と学級担任が話をして、困りごとを解決していけるよう背中を押していただけると幸いです。 

 

■「働き方改革」の大きなねらいとして、授業の準備・研究や子どもと話したり、話を聞いたり、一緒に 

遊んだりと「子どもと向き合う時間」を増やすことがあります。今後も、学校の取り組みの工夫・精 

選をすすめ、子どもと向き合う時間を大切にし、児童が楽しく、安心して過ごせる学校づくりを進め 

てまいります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者自由記述欄より】 
  自由記述にたくさんのご意見をいただきありがとうございました。あたたかいお言葉を多くいただき、
教職員一同大変励みになりました。今後の本校の教育活動の充実に向けて、活用してまいります。なお、

紙面の関係上、すべてのご意見を掲載できないことをご了承ください。 

 

学校行事の予定について 

■「もう少し早く知れると助かります」 

  ・学校だよりでは２～３か月、学年だよりでは日程が決まっている２か月分の学年予定をお知らせする 

ようにしています。運動会・音楽会など大きな学校行事については、４月に年間予定表をお配りする 

とともに、その他の行事についても、日程が決まり次第、学校だよりでお知らせするようにし、保護者 

の皆様のご予定が立てやすいようにしていきます。 

 

児童一人一台端末（iPad）について  

■ 「家庭での使い方について困っています。」 

■ 「子どもの学習に有効だと感じられません。」 

  ■ 「プレゼンテーションをしたり、みんなが興味を持ってくれるか考えて発表する姿が 

よかったです。」 

・先述の通り、学習方法や学習アプリについて、より丁寧に児童に伝え、より有効に使えるよう、ご家 

庭にも発信していきます。また、家庭での使い方についても学校ホームページに掲載しているルール 

ブックを新年度にご案内します。 

・家庭でのアプリやウェブサイトの使い方については制限をかけていただくなどし、適切に使えるよう 

ご協力お願いいたします。（学校ホームページに制限の設定方法について資料を掲載しています） 

■保護者の皆様からは全体的に９０％を超える肯定的な回答をいただきました。 

 

【課題・改善に向けて】 

保護者 「学校は保護者や地域の方と連携する機会を設けている。」 （R6 設問なし） ８８％ 

保護者 「子どもはタブレット（iPad）を有効に活用で出来ている。」  （R６ 設問なし） ８５％  

児  童 「タブレット（iPad）を使った学習は自分の役に立っていますか。」 

 （R6 設問なし） ９６％ 

授業、家庭学習でタブレットを有効に使えるよう、学校で学習方法や学習アプリについて、より丁寧

に児童に伝え、ご家庭にも発信していきます。また、家庭での使い方についても学校ホームページに

掲載しているルールブックをご確認いただくと主に、状況に応じてアプリやウェブサイトの制限をかけ

ていただくなどし、適切に使えるようご協力お願いいたします。 



 行事について 

 【１日公開】  

■「普段見る機会が少ない教科の授業が見られてよかったです。」 

■「休み時間や給食時間を見られるようにしていただけたら。」 

    

 ・１時間の授業だけでなく、いろいろな教科や休み時間等ふだんの子どもの様子を見ていただける 

貴重な機会ととらえており、来年度以降も実施いたします。時間設定については、児童、保護者の 

皆様の人数が大変多いため、安全面・衛生面を考慮し、工夫してまいります。         

 

 【運動会】 

■「応援団や紅白対抗戦などを取り入れていただけたら。」 

■「授業の延長程度に感じて面白みがありません。盛り上がるように工夫していただ 

きたいです。」 

       

・運動会についてはよりよくなるよう検討をしております。応援団・係など、子どもたちが自分たち 

で行事をより楽しいものに作っていけるようにし、子どもたち自身が成長を感じられるよりよい 

運動会となるよう工夫し改善を進めていきます。 

・学校では運動会は「日頃の体育授業の成果を発揮する」場ととらえています。走ることや踊るこ 

と（表現運動）は体育の授業の大切な学習内容です。保護者の皆様には、子どもたちが、授業 

等で学んできたことを発揮している姿を応援していただきますようお願いいたします。 

 

【校外学習】 

■ 「回数が少ないので増やしてもらえたら。」 

 

        ・学年により、校外学習（遠足）に加え、様々な社会見学や地域での学習、宿泊行事があります。 

このような校外での学習やその他の行事の日程、また保護者の皆様の経済的負担を考慮し、 

現在の回数となっていることをご理解いただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 



児童回答 グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者回答 グラフ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      


